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的 木 見 ()7(大･TIJ:7品研)
1. は じ め に
gE者は,1962咋以九 二ホンザルとチンパンジーの生
息環境に対する出態の上での適応の問EZiを主として研究
してきた｡ニホンザルの吐息地では,箱根広炎樹林弓削こ
対して机丁地))'の筋炎樹林･7ほを.チンパンジーでは,熟
17iI降雨林に対して Brachystpgfa･Isobcrlrnl'asavanna
woodlandを対比させることによって,それぞれの椛の
環境への表別ETAのあり方をみてきた｡
ニホンザルについては.長野爪.Ti･'.fE市原を主な調立地
とし,各地方の冬牢ニホンザルの祝祭と対比させたれ
主として食物の上で,机コmには落光広英樹の樹皮を企
し,-3,冬芽やササを虫するけれども,樹皮食が圧倒
的な割合を示すことがnJJらかとなった (Suzuki,1965)｡
また,チンパンジーでは,水火約･7即‡雨林を分布の中
心地と考えられていた水和が,31エアフ)カ,タンザニア
四部の savannawoodland地･引[･では.I,ri'椋の川辺林に
出血の根拠地をもっているとはいうものの,乾季には,
川辺経から離れて,乾いたマメ科 (Caesalpiniaceae)
の疎林の巾に大きく進出して,各種のマメ科の樹林の種
チ-竪穴を採食することが明らかとなった (Suzuki.19
69)｡特にこの地方のチンパンジーが乾季の問好んで採
企するものに,Brachystegz'abt/ssei(Mkomaトングウ
ェ語)がある｡この地方のチンパンジーの乾季問の遊動
生活をリ-ドする食物折はこの種籾のマメ科植物である
し,その上,このマメ科の樹木の分村 ま. この地方のチ
-77-
